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もっと小美玉を語りたくなるマガジン

ヨコのカギ
オンライン窓口を一元化した□□□□窓口を開設
農作物が例年より多く実ること。 □□□く
市内には日本で 2 番目に面積の大きい湖、 □□□□□□がある
幼稚園や保育園の給食費を一部支援して、 保護者の□□□を軽減
定額タクシーおみ□□の導入
近くの場所をざっくり指す表現。□□□中に花が咲いている。
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□□□から医師へ相談できる環境を整備
（医療相談アプリ導入事業）

□□産品等を認定し全国へ発信。
小美玉ブランド 「小美玉のめぐみ」
衣服などを作ったり直したりするために、
体のサイズを測ること。□□□□
小美玉市役所 （本庁） の住所
小美玉市□□□□835 番地
始めちょろちょろ、 中ぱっぱ、 赤子泣くとも
□□とるな。

空のえき 「□・□・□」 の拡張
御朱印が有名な□□神社
高齢者補聴器□□□□□費助成
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令和８年度

施政方針
国
際
秩
序
の
揺
ら
ぎ

　
国
際
情
勢
で
は
、
国
連
の
「法

の
支
配
」
が
機
能
不
全
と
な
り
、

大
国
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
影
響
は
日
本
に
も
お

よ
び
、
日
中
関
係
を
は
じ
め
と

す
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
高
ま

り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再

構
築
な
ど
の
強
靭
な
安
全
保

障
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
来
へ
の
戦
略
的
投
資

　
国
内
で
は
出
生
率
の
低
下
や

人
口
減
少
、
物
価
高
騰
や
自
然

災
害
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い

ま
す
。
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で

高
市
政
権
が
「
責
任
あ
る
積
極

財
政
」
を
掲
げ
て
支
持
を
得
た

こ
と
を
受
け
、
戦
略
的
な
成
長

投
資
と
危
機
管
理
投
資
に
よ

る
、
強
い
日
本
・豊
か
な
日
本
へ

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
は
、
誰
も
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
希
望

が
持
て
る
よ
う
、
以
下
の
３
つ

の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、
市

政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

3月定例議会で島田幸三市長が示した

施政方針の概要を紹介します。

20
年
の
節
目
を
出
発
点
に

　
3
月
27
日
に
、
小
美
玉
市
は

二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し

た
。
合
併
20
年
の
節
目
を
新
た

な
出
発
点
と
し
、
本
市
の
礎
を

築
い
た
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
力

強
い
歩
み
を
力
と
し
て
、
一
期

目
の
経
験
を
糧
に
、
小
美
玉
市

の
新
た
な
時
代
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

「士
民
撫
育
」の
理
念
を
胸
に

　
幕
末
の
備
中
松
山
藩
の
山
田

方
谷
先
生
は
、
藩
政
改
革
を

進
め
て
い
く
中
で
、
地
域
に
暮

ら
す
す
べ
て
の
人
々
の
「
も
の
」

と
「こ
こ
ろ
」の
幸
福
を
追
求
し
、

生
活
の
安
定
に
向
け
た
施
策

を
実
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
士
民
撫
育
」
の
理
念
を

心
に
留
め
、
こ
れ
か
ら
も
「
市

民
生
活
を
最
優
先
」
に
「
小
美

玉
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

心
か
ら
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

政策企画課　政策推進係　☎0299-４８-１１１１問

第２４１号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙は、 小美玉市にま

つわるクロスワードパズルです。

正解者の中から抽選で５名の

方に、 「小美玉のめぐみ」 認定

品の米粉バウム（株式会社コン

トレ）が当たります。

応募方法：

応募フォームでご応募いた

だくか、 はがきに①答え、②

郵便番号、③住所、④氏名、

⑤年 齢、⑥電 話 番 号、⑦広

報おみたま４月号の感想を

書いて次の宛先に郵送して

ください。

〒319-0192

小美玉市堅倉８３５

小美玉市魅力発信課宛

応募締切：

４月３０日（木）

（当日消印有効）

今月の表紙

食料品などの物価高騰が、市民の皆さまの日々の暮らしに

重くのしかかっていることから、市民一人ひとりが安心して

暮らすことができるよう、国の重点支援交付金を活用し、市

民生活を力強く支える対策を講じていきます。

令和７年度補正予算で、物価高騰対策として措置した各種

事業に加え、この４月から令和9年３月までの１年間、

▶コンビニなどでの各種証明書の発行手数料の減免

▶上水道の使用料金の減免

を行い、市民の皆さまの負担を軽減します。

物価高騰対策1
若者世代が抱く将来への不安は、本市の衰退に直

結するものと捉えています。

「未来を担う子どもたちの成長を共に支えていく。そし

て、若者たちの不安を少しでも和らげ、明日への確か

な希望につなげていく」という考えのもとに、若者世

代の生活に寄り添う支援を力強く進めるため「おみ

たまっ子応援パッケージ」を拡充・強化していきます。

▶保育園・幼稚園の給食費の負担軽減

▶医療相談アプリの導入（対象：0歳から未就学児

まで）

▶妊産婦マル福の所得制限を廃止　など

若者世代への支援強化2
本市の持続性・発展性を高めるためには、交流

人口の拡大と地域の賑わいを創出することが

必要です。そのためには、新まちづくり構想の早

期の具現化が必須であると考えています。多く

の人々が行き交う２拠点の機能強化を進めてい

きます。

▶茨城空港前エリア

茨城県との連携・協力による新交流拠点施設

の整備。

▶JR羽鳥駅前エリア

官民連携による新交流拠点施設の整備に向け

た、事業スキーム調査・検証。

また、全世代が、未来に希望を持てるよう、小美

玉市第３次総合計画の策定に着手し、本市の

長期的なビジョンを描いていきます。

新たなまちづくりの推進3

小美玉市長　 島田 幸三

市
政
運
営
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え

3
つ
の

応募フォーム　▶

●当選者の発表は商品の発送をもって

代えさせていただきます。●ご応募いた

だいた個人情報は、 賞品の発送のみに

使用します。●ご感想は 「広報おみたま」

の紙面に掲載する場合があります。

施政方針の全文を読む
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令和８年度
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ぎ

　
国
際
情
勢
で
は
、
国
連
の
「法

の
支
配
」
が
機
能
不
全
と
な
り
、

大
国
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
影
響
は
日
本
に
も
お

よ
び
、
日
中
関
係
を
は
じ
め
と

す
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
高
ま

り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
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ン
の
再

構
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強
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安
全
保

障
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ま
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へ
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投
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国
内
で
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出
生
率
の
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下
や

人
口
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、
物
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騰
や
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然
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害
の
リ
ス
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増
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て
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。
衆
議
院
議
員
総
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挙
で

高
市
政
権
が
「
責
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あ
る
積
極

財
政
」
を
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げ
て
支
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を
得
た

こ
と
を
受
け
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戦
略
的
な
成
長

投
資
と
危
機
管
理
投
資
に
よ

る
、
強
い
日
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な
日
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へ

の
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運
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ま
っ
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
は
、
誰
も
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
希
望

が
持
て
る
よ
う
、
以
下
の
３
つ

の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、
市

政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

3月定例議会で島田幸三市長が示した

施政方針の概要を紹介します。

20
年
の
節
目
を
出
発
点
に

　
3
月
27
日
に
、
小
美
玉
市
は

二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し

た
。
合
併
20
年
の
節
目
を
新
た

な
出
発
点
と
し
、
本
市
の
礎
を

築
い
た
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
力

強
い
歩
み
を
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と
し
て
、
一
期

目
の
経
験
を
糧
に
、
小
美
玉
市

の
新
た
な
時
代
を
目
指
し
て
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松
山
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藩
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改
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く
中
で
、
地
域
に
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す
べ
て
の
人
々
の
「
も
の
」

と
「こ
こ
ろ
」の
幸
福
を
追
求
し
、

生
活
の
安
定
に
向
け
た
施
策

を
実
行
し
ま
し
た
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こ
の
「
士
民
撫
育
」
の
理
念
を

心
に
留
め
、
こ
れ
か
ら
も
「
市

民
生
活
を
最
優
先
」
に
「
小
美

玉
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

心
か
ら
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
尽
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し
て
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き
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。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
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ま
に

一
層
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協
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を
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政策企画課　政策推進係　☎0299-４８-１１１１問

第２４１号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙は、 小美玉市にま

つわるクロスワードパズルです。

正解者の中から抽選で５名の

方に、 「小美玉のめぐみ」 認定

品の米粉バウム（株式会社コン

トレ）が当たります。

応募方法：

応募フォームでご応募いた

だくか、 はがきに①答え、②

郵便番号、③住所、④氏名、

⑤年 齢、⑥電 話 番 号、⑦広

報おみたま４月号の感想を

書いて次の宛先に郵送して

ください。

〒319-0192

小美玉市堅倉８３５

小美玉市魅力発信課宛

応募締切：

４月３０日（木）

（当日消印有効）

今月の表紙

食料品などの物価高騰が、市民の皆さまの日々の暮らしに

重くのしかかっていることから、市民一人ひとりが安心して

暮らすことができるよう、国の重点支援交付金を活用し、市

民生活を力強く支える対策を講じていきます。

令和７年度補正予算で、物価高騰対策として措置した各種

事業に加え、この４月から令和9年３月までの１年間、

▶コンビニなどでの各種証明書の発行手数料の減免

▶上水道の使用料金の減免

を行い、市民の皆さまの負担を軽減します。

物価高騰対策1
若者世代が抱く将来への不安は、本市の衰退に直

結するものと捉えています。

「未来を担う子どもたちの成長を共に支えていく。そし

て、若者たちの不安を少しでも和らげ、明日への確か

な希望につなげていく」という考えのもとに、若者世

代の生活に寄り添う支援を力強く進めるため「おみ

たまっ子応援パッケージ」を拡充・強化していきます。

▶保育園・幼稚園の給食費の負担軽減

▶医療相談アプリの導入（対象：0歳から未就学児

まで）

▶妊産婦マル福の所得制限を廃止　など

若者世代への支援強化2
本市の持続性・発展性を高めるためには、交流

人口の拡大と地域の賑わいを創出することが

必要です。そのためには、新まちづくり構想の早

期の具現化が必須であると考えています。多く

の人々が行き交う２拠点の機能強化を進めてい

きます。

▶茨城空港前エリア

茨城県との連携・協力による新交流拠点施設

の整備。

▶JR羽鳥駅前エリア

官民連携による新交流拠点施設の整備に向け

た、事業スキーム調査・検証。

また、全世代が、未来に希望を持てるよう、小美

玉市第３次総合計画の策定に着手し、本市の

長期的なビジョンを描いていきます。

新たなまちづくりの推進3

小美玉市長　 島田 幸三

市
政
運
営
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え

3
つ
の

応募フォーム　▶

●当選者の発表は商品の発送をもって

代えさせていただきます。●ご応募いた

だいた個人情報は、 賞品の発送のみに

使用します。●ご感想は 「広報おみたま」

の紙面に掲載する場合があります。

施政方針の全文を読む
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2.6 %
0.2 %

39.9 %

0.1 %

11.4 %

16.2 %

0.4 %263 億 1,000万円一般会計

会計名 予算額 前年比

国民健康保険

後期高齢者医療保険

戸別浄化槽事業

霊園事業

介護保険（保険事業）

介護保険（介護サービス）

水道事業

下水道事業

合計

50億 103万円
8億 7,023万円

2,229万円
1,511万円

43 億 5，171万円
560万円

17 億 7,997万円
36 億 6,744万円

420 億 2,338万円

企業会計

特別会計

会計別　予算総括表

24.8 %

9.7 %

5.2 %

財政課　財政係　☎0299-４８-１１１１（内線１242）問

予算
令和 8 年度

市の1年間のお金の使い方をまとめた

「令和8年度予算」が決まりました。

持続可能な健全財政を念頭に置きつ

つも、5つの重点施策を具体的な事

業として着実に進め、第2次総合計画

の基本目標に関連した事業を中心と

する予算編成です。

予算編成

予算総額

420億 2,338万円
（前年度比0.2%　 )

第3次総合計画策定事業　1,434万円

まちづくりの方向性を示す最上位計画を策定します。

文化ホールのあり方検討事業　1,026万円

将来を見据えた望ましい文化ホールのあり方を検討します。

主な事業

みんなの力で磨くまちづくり11
基本目標基本目標

誰もがいきいきと暮らせる社会づくり33
基本目標基本目標

仕事と暮らしを創造する環境づくり44
基本目標基本目標

安全・安心な生活を支える体制づくり55
基本目標基本目標

小川公民館周辺整備事業　4億6,405万円

地域交流の場として、小川図書館・資料館と連携した生涯学習

交流施設を整備します。

玉里運動公園改修事業　６，６０８万円

施設の改修を行い、安心・安全で快適なスポーツ環境を整備し

ます。

人を育てる学びの場づくり22
基本目標基本目標

▶　コンビニ等の証明書発行手数料の軽減/360万円

▶　多言語翻訳ツール導入事業/197万円

その他の主な事業

その他の主な事業

▶　就職活動の交通費・移住移転費支援/302万円

おみたまっ子応援パッケージ

保育所等巡回相談支援事業　411万円

発達支援専門員が保育所などに出向き、子どもの成長をサポー

トします。

高齢者補聴器購入費助成事業　120万円

高齢者を対象に、補聴器の購入費用の一部を助成します。

▶　子育て世帯家事支援サービスの拡充/120万円

▶　妊産婦タクシー利用料助成の拡充/20万円

新交流拠点施設整備事業（茨城空港前エリア）　1億242万円

茨城空港前に新たな交流拠点を整備するため、基本設計、測

量・地質調査などを実施します。

新交流拠点施設整備事業（羽鳥駅前エリア）　1,629万円

羽鳥駅前の新たな交流拠点に関して、官民連携に係る調査・検

証、事業のスキーム作りを行います。

▶　定額タクシーおみタク運行事業/1,534万円

▶　空のえき「そ・ら・ら」拡張整備事業/941万円

▶　農業先端技術導入支援事業/600万円

防災ハザードマップの改訂　869万円

国や県から公表されている最新のハザード区域や避難発令基

準に対応した内容に改訂します。

市の防災力向上事業　110万円

防災士資格取得に対する補助など、市の防災力を向上させる事

業を実施します。

▶　水道料金減免事業/2億6,703万円

▶　ため池整備事業/1億１,０７７万円

▶　子ども第三の居場所運営事業/1,440万円

おみたまっ子応援パッケージ

▶　福祉総合相談センターの設置

その他の主な事業

その他の主な事業

その他の主な事業

おみたまっ子応援パッケージ

▶　幼保給食費負担軽減事業/3，577万円

▶　出産子育てアプリ導入事業/185万円　

▶　医療相談アプリ導入事業/173万円

詳細は市ホームページへ

内訳

一般会計：263億1,000万円　

　　　　　　  （前年度比0.4% 　）

特別会計：102億 6,597万円
　　　　　　  （前年度比2.8％ 　）

企業会計：54億 4,741万円
 　　　　　　 （前年度比1.8％ 　）

一般会計歳出　性質別内訳

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

人件費

扶助費

公債費普通
建設費災害復旧

事業費

一般会計

歳出

性質別内訳

物件費

補助費等

繰出金

その他

人件費：  47億5,836万円 18.1%

扶助費：  54億1,167万円 20.6%

公債費：  24億4,152万円   9.3%

物件費：  48億1,958万円 18.3%

補助費等： 35億1,499万円 13.4%

繰出金：       23億76万円   8.7%

その他：  10億5,886万円  4.0%

普通建設費：

            20億426万円   7.6%

災害復旧事業費：

                1,000円   0.0%

市税
69 億 6,192万円

26.5 ％

国庫支出金

49 億 7,295万円
18.9％

地方交付税

52 億円
19.8％

県支出金
21億 5,874万円

8.2 ％

繰入金
26億 7,839万円

10.2％

その他
29億 8,170万円

11.3 ％

市債
5億 5,580万円

2.1 ％

寄附金
8億円
3.0 ％

一般会計 歳入

263.1 億円

民生費
91 億 7,548万円

34.9 ％

総務費
31 億 2,710万円

11.9％

消防費
12億 5,888万円

4.8 ％
土木費

23億 7,032万円
9.0 ％

商工費
3億 1,589万円

1.2 ％

災害復旧費
1,000円

0.0 ％

労働費
72万円
0.0 ％

（目的別）

一般会計 歳出

263.1 億円

公債費
24 億 4,152万円

9.3 ％

教育費
34 億 2,317万円

13.0％

農林水産業費
11億 3,485万円

4.3％

衛生費
20億

1,895万円
7.7％

諸支出金
8億 1,582万円

3.1 ％

議会費
1億 9,730万円

0.7％

予備費
3,000万円

0.1 ％
小川公民館周辺整備事業イメージ

新交流拠点施設整備事業

(茨城空港前エリア)イメージ
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2.6 %
0.2 %

39.9 %

0.1 %

11.4 %

16.2 %

0.4 %263 億 1,000万円一般会計

会計名 予算額 前年比

国民健康保険

後期高齢者医療保険

戸別浄化槽事業

霊園事業

介護保険（保険事業）

介護保険（介護サービス）

水道事業

下水道事業

合計

50億 103万円
8億 7,023万円

2,229万円
1,511万円

43 億 5，171万円
560万円

17 億 7,997万円
36 億 6,744万円

420 億 2,338万円

企業会計

特別会計

会計別　予算総括表

24.8 %

9.7 %

5.2 %

財政課　財政係　☎0299-４８-１１１１（内線１242）問

予算
令和 8 年度

市の1年間のお金の使い方をまとめた

「令和8年度予算」が決まりました。

持続可能な健全財政を念頭に置きつ

つも、5つの重点施策を具体的な事

業として着実に進め、第2次総合計画

の基本目標に関連した事業を中心と

する予算編成です。

予算編成

予算総額

420億 2,338万円
（前年度比0.2%　 )

第3次総合計画策定事業　1,434万円

まちづくりの方向性を示す最上位計画を策定します。

文化ホールのあり方検討事業　1,026万円

将来を見据えた望ましい文化ホールのあり方を検討します。

主な事業

みんなの力で磨くまちづくり11
基本目標基本目標

誰もがいきいきと暮らせる社会づくり33
基本目標基本目標

仕事と暮らしを創造する環境づくり44
基本目標基本目標

安全・安心な生活を支える体制づくり55
基本目標基本目標

小川公民館周辺整備事業　4億6,405万円

地域交流の場として、小川図書館・資料館と連携した生涯学習

交流施設を整備します。

玉里運動公園改修事業　６，６０８万円

施設の改修を行い、安心・安全で快適なスポーツ環境を整備し

ます。

人を育てる学びの場づくり22
基本目標基本目標

▶　コンビニ等の証明書発行手数料の軽減/360万円

▶　多言語翻訳ツール導入事業/197万円

その他の主な事業

その他の主な事業

▶　就職活動の交通費・移住移転費支援/302万円

おみたまっ子応援パッケージ

保育所等巡回相談支援事業　411万円

発達支援専門員が保育所などに出向き、子どもの成長をサポー

トします。

高齢者補聴器購入費助成事業　120万円

高齢者を対象に、補聴器の購入費用の一部を助成します。

▶　子育て世帯家事支援サービスの拡充/120万円

▶　妊産婦タクシー利用料助成の拡充/20万円

新交流拠点施設整備事業（茨城空港前エリア）　1億242万円

茨城空港前に新たな交流拠点を整備するため、基本設計、測

量・地質調査などを実施します。

新交流拠点施設整備事業（羽鳥駅前エリア）　1,629万円

羽鳥駅前の新たな交流拠点に関して、官民連携に係る調査・検

証、事業のスキーム作りを行います。

▶　定額タクシーおみタク運行事業/1,534万円

▶　空のえき「そ・ら・ら」拡張整備事業/941万円

▶　農業先端技術導入支援事業/600万円

防災ハザードマップの改訂　869万円

国や県から公表されている最新のハザード区域や避難発令基

準に対応した内容に改訂します。

市の防災力向上事業　110万円

防災士資格取得に対する補助など、市の防災力を向上させる事

業を実施します。

▶　水道料金減免事業/2億6,703万円

▶　ため池整備事業/1億１,０７７万円

▶　子ども第三の居場所運営事業/1,440万円

おみたまっ子応援パッケージ

▶　福祉総合相談センターの設置

その他の主な事業

その他の主な事業

その他の主な事業

おみたまっ子応援パッケージ

▶　幼保給食費負担軽減事業/3，577万円

▶　出産子育てアプリ導入事業/185万円　

▶　医療相談アプリ導入事業/173万円

詳細は市ホームページへ

内訳

一般会計：263億1,000万円　

　　　　　　  （前年度比0.4% 　）

特別会計：102億 6,597万円
　　　　　　  （前年度比2.8％ 　）

企業会計：54億 4,741万円
 　　　　　　 （前年度比1.8％ 　）

一般会計歳出　性質別内訳

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

人件費

扶助費

公債費普通
建設費災害復旧

事業費

一般会計

歳出

性質別内訳

物件費

補助費等

繰出金

その他

人件費：  47億5,836万円 18.1%

扶助費：  54億1,167万円 20.6%

公債費：  24億4,152万円   9.3%

物件費：  48億1,958万円 18.3%

補助費等： 35億1,499万円 13.4%

繰出金：       23億76万円   8.7%

その他：  10億5,886万円  4.0%

普通建設費：

            20億426万円   7.6%

災害復旧事業費：

                1,000円   0.0%

市税
69 億 6,192万円

26.5 ％

国庫支出金

49 億 7,295万円
18.9％

地方交付税

52 億円
19.8％

県支出金
21億 5,874万円

8.2 ％

繰入金
26億 7,839万円

10.2％

その他
29億 8,170万円

11.3 ％

市債
5億 5,580万円

2.1 ％

寄附金
8億円
3.0 ％

一般会計 歳入

263.1 億円

民生費
91 億 7,548万円

34.9 ％

総務費
31 億 2,710万円

11.9％

消防費
12億 5,888万円

4.8 ％
土木費

23億 7,032万円
9.0 ％

商工費
3億 1,589万円

1.2 ％

災害復旧費
1,000円

0.0 ％

労働費
72万円
0.0 ％

（目的別）

一般会計 歳出

263.1 億円

公債費
24 億 4,152万円

9.3 ％

教育費
34 億 2,317万円

13.0％

農林水産業費
11億 3,485万円

4.3％

衛生費
20億

1,895万円
7.7％

諸支出金
8億 1,582万円

3.1 ％

議会費
1億 9,730万円

0.7％

予備費
3,000万円

0.1 ％
小川公民館周辺整備事業イメージ

新交流拠点施設整備事業

(茨城空港前エリア)イメージ
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令和8年度

異動者・退職者
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部

市
民
生
活
部
長

鈴
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長
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彦

市
民
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働
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長
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久
美
子

総
務
課
長

片
岡 

理
一

人
事
課
長

吉
田 
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子

こ
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も
未
来
部

こ
ど
も
未
来
部
長

安
彦 

晴
美

産
業
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済
部

地
籍
調
査
課
長

山
口 

明
男
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市
建
設
部

都
市
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設
部
長

田
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智
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課
長
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計
課
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会
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長

高
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雄
司

総
務
部
長

滑
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和
明

会
計
課
長

松
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局

農
業
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長
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野
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課
長
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剛

市
民
課
長
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環
境
課
長
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合
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タ
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長

野
村 
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子

簡
素
で
効
率
的
な

行
政
組
織
と
す
る
た
め
、

組
織
を
一
部
改
編
し
ま
す
。

組織
改編

令和8年度

人事課　人事・研修係　☎0299-４８-１１１１（内線１273）問

保健衛生部と福祉部を再編し、健康部門と福祉部門の多職種による連

携・協働体制の機能強化を図ります。

また、「福祉総合相談センター」を新設し、重層的支援体制整備事業を

推進するための相談支援体制を強化します。

社会福祉課

保健福祉部

介護福祉課

福祉総合相談センター

医療保健課

健康増進課

こどもをめぐる複雑・多岐にわたる課題に、一層の迅速・丁寧な対応を実

現するため、こども未来部を新設し、子育て環境の整備と体制の強化を

図ります。

こども課

こども家庭センター

こども未来部

組織図全体を見る

000087ID

総務課と行革デジタル推進課を統合し、総務課内に「行革デジタル推進

室」を設置し、業務効率化の推進と迅速な意思決定、組織全体への更

なるデジタル化浸透を図ります。

総務課

総務部

行革デジタル推進室

人事課

防災管理課

市民協働課

市民生活部

国際交流推進室

市民課

外国人との共生における相談体制を強化するため、市民協働課内に「国

際交流推進室」を設置します。

環境課

小川総合窓口課

玉里総合窓口課

消
防
本
部

長
沼 

光
子

大
山 

浩
明
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小美玉市の魅力は？

元気？
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引っ越しの手続き

住民票をとるには？
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祉
部
長 

兼 

福
祉
事
務
所
長

佐
々
木 

浩

社
会
福
祉
課
長

阿
久
津 

清
隆

次
長 

兼 

予
防
課
長

野
口 

敏
永

警
防
課
長

田
中 

利
夫

小
川
消
防
署
長

島
田 

和
彦

美
野
里
消
防
署
長

邊
見 

常
之

市
長
公
室
長

植
田 

賢
一

秘
書
課
長

林 

美
佐

魅
力
発
信
課
長

鈴
木 

富
美
江

基
地
・
空
港
対
策
課
長

長
谷
川 

正
幸

総
務
部

市
民
生
活
部

市
民
生
活
部
長

鈴
木 

和
広

教
育
部
長

朝
比
奈 

公
俊

会
計
管
理
者

長
谷
川 

勝
彦

市
民
協
働
課
長

村
田 

久
美
子

総
務
課
長

片
岡 

理
一

人
事
課
長

吉
田 

桂
子

こ
ど
も
未
来
部

こ
ど
も
未
来
部
長

安
彦 

晴
美

産
業
経
済
部

地
籍
調
査
課
長

山
口 

明
男

都
市
建
設
部

都
市
建
設
部
長

田
山 

智

都
市
整
備
課
長

真
中 

剛

特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
長

高
田 

勝
利

会
計
課

文
化
芸
術
課
長

山
口 

高
容

教
育
委
員
会

教
育
指
導
課
長

大
野 
和
成

教
育
企
画
課
長

関
川 

克
己

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

菅
澤 

和
則

議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
次
長

高
野 

雄
司

総
務
部
長

滑
川 

和
明

会
計
課
長

松
本 

優
子

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局
長

中
野
谷 

勲

防
災
管
理
課
長

坂
本 

剛

市
民
課
長

箕
輪 

淳
子

環
境
課
長

木
村 

幸
雄

福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
長

野
村 

涼
子

簡
素
で
効
率
的
な

行
政
組
織
と
す
る
た
め
、

組
織
を
一
部
改
編
し
ま
す
。

組織
改編

令和8年度

人事課　人事・研修係　☎0299-４８-１１１１（内線１273）問

保健衛生部と福祉部を再編し、健康部門と福祉部門の多職種による連

携・協働体制の機能強化を図ります。

また、「福祉総合相談センター」を新設し、重層的支援体制整備事業を

推進するための相談支援体制を強化します。

社会福祉課

保健福祉部

介護福祉課

福祉総合相談センター

医療保健課

健康増進課

こどもをめぐる複雑・多岐にわたる課題に、一層の迅速・丁寧な対応を実

現するため、こども未来部を新設し、子育て環境の整備と体制の強化を

図ります。

こども課

こども家庭センター

こども未来部

組織図全体を見る

000087ID

総務課と行革デジタル推進課を統合し、総務課内に「行革デジタル推進

室」を設置し、業務効率化の推進と迅速な意思決定、組織全体への更

なるデジタル化浸透を図ります。

総務課

総務部

行革デジタル推進室

人事課

防災管理課

市民協働課

市民生活部

国際交流推進室

市民課

外国人との共生における相談体制を強化するため、市民協働課内に「国

際交流推進室」を設置します。

環境課

小川総合窓口課

玉里総合窓口課

消
防
本
部

長
沼 

光
子

大
山 

浩
明
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■QRコードの使い方
①スマホでカメラや
　QRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、
　そこをタップ！

QRコードを
読み取ってみよう！

スマートフォンをお持ちの方！

広報おみたまは、より詳細な情報をお伝
えするためにホームページとの連携とし
て、QRコードを掲載しています。
※QRコードは株式会社デンソーの登録商標です

■配信内容
防災…気象情報、災害情報、避難情報
火災…出火や鎮火に関する情報
防犯…犯罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。





ドッグラン
10：00～17：00

施設休業日と同じ

※近年の猛暑により夏季は休業予定

0299-56-5677（ウェルカムセンター）

休

駐車場のすぐ近く！ワンちゃんと一緒の旅行や

お散歩にぜひご利用ください。大型犬と小型犬

エリアで分かれています。

ウェルカムセンターで受付をすれば、どなたでも

無料でご利用いただけます（予約不要）。

ここにしかない小美玉市産の新鮮な野菜や小

美玉市産の玉子を取り扱っています。直売所な

らではの季節の旬の食材や地元の農家さんた

ちが作った加工品など、地元の味を提供します。

物産館
9：00～18：00

施設休業日と同じ

0299-56-5700

休

今しか買えない、ここだけの味。数

量限定「元祖おみたまプリン」が特

別復活！新登場のサクサク「干しい

もパイ」や、吉田屋の熟成「三年梅」

など、地元の旨味が勢揃いしまし

た。

新商品も続々入荷中！新しくなった

店内で、特別な逸品を見つけません

か？皆さまのご来店を心よりお待

ちしております。

空のえき「そ・ら・ら」　指定管理者：株式会社塚原緑地研究所

☎0299-56-5677

問

小美玉市の養鶏場「ホウトク農場」「石川養鶏」の玉子か

ら、お好きな玉子を選べます。ソースも「デミグラス」「クリー

ムソース」「トマトソース」から選べるので、あなた好みのオ

ムライスをどうぞ召し上がれ！

小美玉ライス
選べる地たまご

百里鉄板空上げ

小美玉の玉子で作ったミニオム

ライス、お子さまが大好きなエ

ビフライとから揚げを乗せて、

空の旅にフライアウェイ！

030Kitchen特製「空上げ」！

百里基地を表現したスタミナ

満点ニラと、後がけソースの香

りが飛び立つ至高の唐揚げ。

おすすめ！

小美玉カルボナーラ
たまごが主役 

百里スカイキッズプレート百里スカイキッズプレート

休業日　 5月、8月、11月、2月の第３月曜日、年始（1月1日～3日）

営業時間 9：00～18：00

所在地　 小美玉市山野1628-44

【各日先着300名様限定】
2,000円以上のご購入で
小美玉産玉子をプレゼント！

4月11日（土）～12日(日) 開催

上記期間中、空のえき「そ・ら・ら」内各店舗の当日購入分レシート

（税込２,０００円以上）をウェルカムセンターにお持ちいただくと、

各日先着３００名様に小美玉市産の玉子をプレゼントします。

そ・ら・らリニューアル記念イベント

農産物直売所
リニューアルオープン

物産館
リニューアルオープン

農産物直売所
9：00～18：00

施設休業日と同じ

090-1612-3669

休

新しく生まれ変わりました 空のえき 「そ・ら・ら」

公式サイトをチェック！

そ・ら・らは指定管理へ。民間の工夫で、より便

利に、もっと笑顔が集まる地域の拠点へと進

化します！

令和8年4月に、空のえき「そ・ら・ら」は
民間運営（指定管理）に移行しました 空のえき

9
4

THU

そ・ら・らの敷地内に
ドッグランが新たに誕生

小美玉の玉子を使ったオムライスやパスタ、熱々

鉄板のハンバーグなど地産地消の洋食がコン

セプトのレストラン「おみたま（０３０）Kitchen

（キッチン）」がオープンします。

小美玉の新鮮野菜を

使ったサラダバーはこ

こでしか味わえない！

小美玉の美味しさを、もっと多くの人へ小美玉の美味しさを、もっと多くの人へ 小美玉の味をここから発信！小美玉の味をここから発信！

４月９日   グランドオープン木

10：30～18：00

（ランチメニュー

 15：00まで）

施設定休日と同じ

070-3535-1690

休

オシャレで落ち着いた店内は広 と々１００席以上

４月１日より休業日がかわります

※一部画像はイメージです

空のえき「そ・ら・ら」

施設情報

新鮮な地卵を贅沢に使い、とろ

けるコクと濃厚さが広がる本

格カルボナーラです。

そ・ら・ら

から　あ

9 広報おみたま　2026.4
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小美玉市訪問型家庭教育支援チーム「子育て

サポーター」が、令和7年度「家庭教育支援チー

ム」活動の推進に係る文部科学大臣表彰を受

賞しました。

子育てサポーターは令和５年度から活動を開

始し、保護者からの相談に耳を傾け、親身に寄

り添う支援（訪問型家庭教育支援）を行ってい

ます。他にも、各学校の家庭教育学級への参加

や親子向けイベントの企画など、家庭と地域を

つなぐ取り組みにも積極的に活動していること

などが認められ、今回の受賞となりました。

保護者に寄り添う活動が評価されました

「子育てサポーター」 が文部科学大臣表彰を受賞

生涯学習課　生涯学習係

☎ 0299-48-1111 （内線 2263）

問

（左2番目から）子育てサポーターの袴
はかまだ

田 喜
き み こ

美子さん、

石
い し い

井 光
み つ え

恵さん、沼
ぬ ま た

田 陽
よ う こ

子さん、久
く じ

慈 日
ひ で こ

出子さん

詳しくはこちら ▶

ID 0 1 0 0 5 9

地域での健康づくりに功績のあった団体・個人

などを表彰する「令和７年度県民健康づくり表

彰式」で、市食生活改善推進協議会の会員が

表彰されました。

審査員から「多年にわたり生活習慣病予防など

の普及啓発活動に積極的に取り組み、会の運

営と発展に尽力している」などと評価されました。

■表彰された会員の皆さん（写真左から）

小
こ ぐ れ

暮 敬
け い こ

子さん、須
す が い

貝 容
よ う こ

子さん、横
よ こ せ

瀬 照
て る こ

子さん、

小
こ ば や し

林 ミワ子さん、百
も も じ

地 榮
え い こ

子さん、木
き む ら

村 艶
つ や こ

子さん

生活習慣病予防の啓発活動を評価

市食生活改善推進協議会の会員が表彰されました

健康増進課　健康支援係

0299-48-0221　（内線 4003）

問

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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社会教育委員の大
お お ひ ら

平 勇
ゆ う じ

次さん（羽鳥、写真中

央）が、令和7年度社会教育功労者表彰を受賞

しました。

大平さんは、平成20年度に小美玉市社会教育

委員に就任し、同会議長をはじめ、県や水戸地

区の委員も務めてきました。また、茨城県歌人

協会会長としても尽力されました。長年にわた

る活躍が認められ、今回の受賞となりました。

■社会教育委員

教育委員会が委嘱し、社会教育に関する調査

研究などを通して、専門的な視点や地域住民の

意見を行政に反映させる役割を担っています。

社会教育活動に尽力

大平勇次さんが文部科学大臣表彰を受賞

生涯学習課　生涯学習係

☎ 0299-48-1111 （内線 2264）

問

基地 ・ 空港対策課　空港対策係

☎0299-48-1111　（内線2141）

問

スカイマーク株式会社からオリジナル文房具

セットが寄贈され、市内小学校・義務教育学校

を通して新入学児童にプレゼントされました。

スカイマーク株式会社がオリジナル文房具セットを寄贈

（左から）勝
か つ の

野茨城空港支店長、齋
さ い と う

藤客室乗務員、

荒
あ ら ま き

牧取締役専務執行役員、島田市長、深谷副市長、

羽鳥教育長、鈴木前茨城県営業戦略部空港対策監

同社による文具セットの寄贈

は、小美玉市の子どもたちの

健やかな成長を願って令和4

年度に始まり、今年で4回目と

なります。
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新ひたち野農業協同組合（矢
や ぐ ち

口 博
ひ ろ ゆ き

之 代表理事

組合長：写真左から3人目）から、交通安全黄帽

子、ノート、れんこんを寄贈いただきました。

交通安全黄帽子とノートは、市内小学校・義務

教育学校の新入学児童に配布し、児童の学校

生活に役立てられます。また、れんこんは市内

幼稚園・小・中・義務教育学校の給食に活用し、

「れんこんとツナのサラダ」として子どもたちに提

供しました。

新ひたち野農業協同組合が

れんこん ・ 安全帽 ・ノートを寄贈

教育指導課　庶務 ・ 学務係

☎ 0299-48-1111　（内線 2223）

問

（株）つくば電気通信に紺綬褒章

小美玉市の公益のために私財を寄附したことによる

功労を讃えられ、 内閣府より紺綬褒章を授与され

ました。 昨年に続き３回目の受章となります。 ３月

１９日に市役所本庁で、 島田市長より植
う え だ

田 利
と し あ つ

収 代

表取締役社長へ物品伝達式が行われました。

常陽銀行が防犯ブザーを寄贈

常陽銀行 （秋
あ き の

野 哲
て つ や

也 取締役頭取） から新入学児

童へ、 防犯ブザーを寄贈いただきました。 常陽銀行

は子どもたちの安心 ・ 安全のため、平成１７年度から

毎年防犯ブザーを寄贈しており、今年で 22 回目と

なります。 （写真左 ： 名
な わ

和 智
さとし

 小川支店長）

秘書課　秘書広聴係

☎ 0299- ４８-１１１１ （内線 1202）

教育指導課　庶務 ・ 学務係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2223）

問 問

楽しくレッスン♪

♫高浜駅前音楽教室♫
ピアノ個人レッスン
  
体験レッスン実施中 !
 
　　　  0299-24-2058
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■企業版ふるさと納税による寄附

株式会社金陽社（本社：東京都）から、企業版

ふるさと納税による寄附として３００万円をいた

だきました。３月２５日に市役所で贈呈式があり、

服
は っ と り

部 琢
た く お

夫 代表取締役社長（写真左）から目録

が手渡されました。寄附金は四季の里遊具整

備事業に活用します。

▶企業版ふるさと納税…企業が本社所在地以

外の地方公共団体が行う地方創生の取組に対

して寄附をすることで、地域振興やSDGsの達

成などの社会貢献ができるほか、法人関係税

の軽減を受けられるメリットがあります。

■樹木とベンチの寄贈

株式会社金陽社から、ハナミズキの苗木10本と

テーブルベンチを寄贈いただきました。

同社は昭和50年に部室に工場を建設して以

来、長年にわたり印刷用製品の製造を通じて地

域経済を支えてこられました。今回は「社会貢

献の一環として、工場の周辺環境の向上に役

立ててほしい」という温かいご意向により寄贈を

いただきました。

寄贈品は、同社工場が隣接する「四季の里」敷

地内に植樹・設置し、訪れる方々が憩える場所

として末永く大切に活用します。

株式会社金陽社から寄附・寄贈をいただきました

政策企画課　

☎ 0299-48-1111　（内線 1231 ・1232）

問

詳しくはこちら ▶

ID 0 0 7 8 7 2
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市は合併記念日の3月27日を「小美玉市民の日」と定めており、今年は市制

施行20周年という節目の年を迎えました。

３月２２日、市の誕生日をお祝いする「おみたま誕生祭」を小川文化センターア

ピオスで開催しました。

当日は、市制施行２０周年記念式典や表彰式を開催したほか、創作和太鼓集

団みのり太鼓や茨城県警察音楽隊による演奏、テツandトモのお笑いライブ、

大抽選会など、さまざまな催しで賑わいました。

小美玉市の誕生日を祝う式典とイベント

「おみたま誕生祭」 を開催しました

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299-48-1111 （内線 1202・1211）問
詳しくはこちら ▶

ID 0 1 2 2 9 0

2

4

1

6

 1 市制施行20周年記念式典　　2 表彰式　　3 創作和太鼓集団みのり太鼓の演奏

4 茨城県警察音楽隊の演奏　　5 おみたま大抽選会　　6 屋外の様子

3

5
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島田　穣一 多年にわたり市長として地域振興に貢献

小林　弘嗣 多年にわたり農業委員会委員として地域振興に貢献

井坂　守 多年にわたり農業委員会委員として地域振興に貢献

久田　健二 多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

長島　修照 多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

大貫　称意 多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

（故）川野　謙二 多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

佐々木　信一 多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

菊地　隆男 多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

荻沼　勝一 多年にわたり統計調査員として地方自治の進展に貢献

長島　洋治 多年にわたり民生委員児童委員として社会福祉の増進等に貢献

近藤　弘子 多年にわたり民生委員児童委員として社会福祉の増進等に貢献

貝塚　博美 多年にわたり民生委員児童委員として社会福祉の増進等に貢献

永井　政二 多年にわたり保護司として社会福祉の増進等に貢献

伊能　淑郎 多年にわたり社会福祉協議会会長として社会福祉の増進等に貢献

（故）田崎　盛夫 スポーツ少年団の指導者として、後進の指導・育成に貢献

森川　旺亮 第79回国民スポーツ大会 バスケットボール競技　茨城県代表　少年男子　準優勝

横倉　つぼみ 第8回全国高等学校トライアスロン選手権　高校生　女子　第２位

後藤　沙良 ラマジーバレエコンベクション 第6位、つくば全国洋舞コンクール 第2位Silvla賞

幡谷　浩史 公益のために寄附をしたもの

株式会社ノザワワールド 
代表取締役社長　野澤　康博

公益のために寄附をしたもの

株式会社サシノベルテ 
代表取締役　久保田　嘉郎

公益のために寄附をしたもの

株式会社トマル 
代表取締役会長兼社長　都丸　高志

公益のために寄附をしたもの

株式会社千代田興業 
代表取締役社長　君山　毅

公益のために寄附をしたもの

株式会社愛鶏園 
代表取締役社長　齋藤　拓

公益のために寄附をしたもの

株式会社つくば電気通信 
代表取締役　植田　利収

公益のために寄附をしたもの

株式会社金陽社 
代表取締役社長　服部　琢夫

公益のために寄附をしたもの

田川　莉紗 台湾との国際交流の発展に貢献

小川　賢治 旭日双光章 地方自治功労　元　小美玉市議会議員

山口　良元 旭日単光章 地方自治功労　元　小美玉市議会議員

（故）橋本　正規 正六位 地方自治功労　元　小美玉市議会議員

（故）関口　輝門 従六位 地方自治功労　元　小美玉市議会議員

（故）笹目　操 従六位 地方自治功労　元　小美玉市議会議員

千葉　美好 瑞宝双光章 教育功労　元　小川町立橘小学校長

（故）廣戸　榮 正六位 教育功労　元　美野里町立納場小学校長

仲田　周雄 瑞宝双光章 矯正教育功労　現　茨城農芸学院教誨師

長島　修照 瑞宝中綬章 防衛功労　元　航空幕僚副長

原　望 瑞宝双光章 防衛功労　元　２等陸佐

清司　俊之 瑞宝双光章 消防功労　元　小美玉市消防監

山岡　健一 瑞宝単光章 防衛功労　元　准空尉

石井　工 瑞宝単光章 防衛功労　元　准空尉

田中　薫 瑞宝単光章 防衛功労　元　准空尉

松下　昌秀 瑞宝単光章 防衛功労　元　准空尉

𠮷田　滋 瑞宝単光章 防衛功労　元　准空尉

井坂　隆一 藍綬褒章 更生保護功績　現　保護司

株式会社つくば電気通信 
代表取締役　植田　利収

紺綬褒章 公益のために寄附したもの

■小美玉市功績者

■小美玉市表彰者

▶市政功労表彰

▶一般表彰

（敬称略 ・ 順不同）
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木材利用の促進や普及啓発のため、国から配

分された森林環境譲与税を活用し、学校施設に

国産木材を使用したロッカー・防球戸を購入し

ました。購入した木材備品は、羽鳥小学校の教

室・美野里中学校の体育館で活用します。

■森林環境譲与税とは

市町村による森林整備の財源として、木材利用

の促進や普及啓発、間伐や人材育成・担い手の

確保などの費用に充てるために国から配分され

ます。

市内の茨城空港隣接地へ新たにヘリコプター

のメンテナンスセンターを設立するエアロトヨタ

株式会社（旧：朝日航洋株式会社）を島田市長

が訪問し、加藤代表取締役社長へ要望書を提

出しました。

従業員の市内への居住促進や航空産業の誘致

協力に関する要望を行い、その後、移住や雇用

に関する意見交換を行いました。

森林環境譲与税を活用して購入

学校施設に国産木材備品を設置しました

従業員の居住促進や航空産業の誘致へ

エアロトヨタ株式会社への要望活動を実施しました

教育企画課　施設係　

☎ 0299-48-1111 （内線 2213）

問

商工観光課　商工企業誘致係　

☎ 0299-48-1111 （内線 1161）

問

羽鳥小学校増築校舎のロッカー。国産木材は外国産と

比べ、密度が高く割れにくいという特徴があります。

（左から）高
た か だ

田執行職、垣
か き さ こ

迫顧問、島
し ま だ

田市長、加
か と う

藤代表

取締役社長、上
う え は し

橋常務取締役

小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園

☎
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過去の栄養士コラムはこちら ▶

食品パッケージの「裏側」には何が書いてある？

食品表示は食品表示法に基づいて表示されて

おり、消費者が食品を購入するときに、食品の

内容を正しく理解し、選択するための重要な情

報源です。食品は生鮮食品と加工食品に分類

され、それぞれ表示内容が異なります。

■生鮮食品の表示

消費者に販売されるすべての生鮮食品には、名

称と原産地が表示されています。

また、品目の特性に応じて、その他の事項が表

示されます。

▶農産物

①名称

その内容を表す一般的な名称を記載

②原産地

・国産の場合は都道府県名を記載

※市町村や一般的に知られている地名でも可

・輸入品の場合は原産国名を記載

※一般的に知られている地名でも可

▶畜産物

パック詰めされていないもの

①食肉の種類

②原産地

・国産の場合は国産と記載

※主な飼育場所の都道府県名、市町村名などでも可

・輸入品の場合は、原産国名を記載

パック詰めされているもの

①食肉の種類②保存方法③原産国名④消費

期限⑤内容量⑥加工者の名称と所在地

■加工食品の表示

▶輸入品以外

①名称(食品の種類)②原材料名(使用した原

材料を重量割合の多い順に記載)③内容量

④賞味期限または消費期限⑤保存方法⑥製造

者など

▶輸入品

①名称(食品の種類)②原材料名(使用した原

材料を重量割合の多い順に記載)③内容量

④賞味期限または消費期限⑤保存方法

⑥原産国名⑦輸入者の名称と所在地

栄 養 士
コ ラ ム

健康増進課　健康支援係　

☎ 0299-48-0221 （内線 4004）

問

ID 0 0 7 5 6 2

加工食品の表示例

広報おみたまに

広告を出しませんか？

☎ 0299-48-1111  内線1252

魅力発信課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

1号から掲載OK！
和 室 専 門

私がお伺いします

☎ 0299-26-0669
石岡市旭台 1-15-1

畳工事一式 網戸張替

障子張替 襖張替

一級技能士のお店

ホームページ

石岡市 相川畳店

で検索
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第
１
号
方
形
周
溝
墓
の
周
溝
か
ら
は
、

底
に
穴
が
あ
け
ら
れ
た
り
、
打
ち
欠
か
れ

た
り
し
た
土
師
器
の
壺
な
ど
が
出
土
し

ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
人
を
弔

と
む
ら

う
儀
式
を

行
っ
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
壺

の
一
部
に
は
北
陸
地
方
の
影
響
を
受
け
た

器
形
の
も
の
も
出
土
し
て
お
り
、
遠
隔
地

の
人
々
と
の
交
流
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
権ご

ん
げ
ん
だ
い
ら

現
平
古
墳
群(

下
玉
里)

で
方
形
周
溝
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
北
幅
が
25
～
28
ｍ
と
大
型
の
も
の
で
、

東
海
地
方
の
土
器
が
数
多
く
出
土
し
て

い
ま
す
。
古
墳
時
代
前
期
の
当
地
域
へ
の

進
出
の
背
景
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

（市
文
化
財
保
護
審
議
員
会　
　
　
　
　
　
　

　

会
長　

海
老
澤 

稔
）

り
、
や
や
大
型
の
も
の
で
す
。
方
形
に
区

画
さ
れ
た
溝
の
内
側
の
ほ
ぼ
中
央
に
埋

葬
施
設
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
方
形
周
溝
墓
に
接
し
て
、
北
側
に

３
、
４
号
溝
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
溝
は
南

側
が
第
１
号
方
形
周
溝
墓
に
壊
さ
れ
、
カ

タ
カ
ナ
の
「
コ
」
の
字
状
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
溝
の
覆
土
か
ら
は
、
古
墳
時
代
前
期

の
壺
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
方
形
周
溝

墓
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
殿
畠
遺
跡
に

お
い
て
も
、
方
形
周
溝
墓
は
群
を
形
成
し

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

殿
畠
遺
跡
の
方
形
周
溝
墓

　

殿
畠
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
遺
構
に
、
古

墳
時
代
前
期
の
方
形
周
溝
墓
が
あ
り
ま

す
。
古
墳
時
代
と
は
大
和
王
権
の
首
長

層
が
、
日
本
列
島
各
地
で
前ぜ

ん

ぽ

う方
後こ

う

え

ん

ふ

ん

円
墳

に
代
表
さ
れ
る
巨
大
な
墓
（
古
墳
）
を

造
っ
た
時
代
で
、
３
世
紀
後
半
か
ら
７
世

紀
末
頃
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
方
形
周

溝
墓
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
期

に
か
け
て
の
墓
で
、
埋ま

い

そ

う

し

せ

つ

葬
施
設
を
方
形
の

溝
で
囲
む
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
方
形
周
溝
墓
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

殿
畠
遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
は
、
出
土
し

た
土
器
か
ら
４
世
紀
中
頃
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
前
期
の
方

形
周
溝
墓
は
、
そ
の
時
期
の
前
方
後
円
墳

や
前ぜ

ん

ぽ

う方
後こ

う

ほ

う

ふ

ん

方
墳
な
ど
の
古
墳
に
比
べ
規

模
が
小
さ
く
、
群
を
な
し
て
造
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
集
落
の
長お

さ

ク
ラ
ス

の
家
族
墓
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

第
1
号
方
形
周
溝
墓

　

殿
畠
遺
跡
の
第
１
号
方
形
周
溝
墓
は
、

調
査
区
の
中
央
部
西
端
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
南
北
幅
は
外
法
で
15
.
2
ⅿ
あ

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

７9

小
美
玉
市
で
発
見
さ
れ
た
４
世
紀
の
方ほ

う

け

い形
周し

ゅ
う

こ

う

ぼ

溝
墓

　生涯学習センターコスモス　☎ 0299-26-9111

殿と
の
は

た畠
遺
跡
の
調
査

　

殿
畠
遺
跡
は
市
中
央
部
の
宮
田
字あ

ざ

殿

畠
に
位
置
し
、
園
部
川
支
流
の
沢さ

わ

め

が

わ

目
川

左
岸
、
標
高
22
ｍ
ほ
ど
の
台
地
端
部
に
立

地
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
地
方
道
玉
里
水
戸
線
道
路
改
良

事
業
に
先
立
ち
、
遺
跡
の
内
容
を
図
や

写
真
に
記
録
し
て
保
存
す
る
た
め
、
茨

城
県
教
育
財
団
が
平
成
26
年
度
に
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
縄

文
時
代
の
竪
穴
建
物
跡
14
棟
、
陥お

と

し
穴

４
基
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
建
物
跡
２
棟
、

方
形
周
溝
墓
１
基
、
平
安
時
代
の
竪
穴

建
物
跡
２
棟
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

主
な
出
土
遺
物
は
縄
文
土
器
、
土は

じ

き

師
器
、

須す

え

き

恵
器
、
土
製
品
、
石
器
な
ど
で
す
。

問

遺跡の立地

第1号方形周溝墓の全景

第1号方形周溝墓から出土した土器
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玉
里
短
歌
会

　
「
り
」
は
「
了
解
」「
あ
」
は
「
あ
り
が
と
う
」
わ
が
夫
の
ス
マ
ホ
の
返
信
こ
の
文
字
二
つ

凍
え
咲
く
朝
の
蝋
梅
の
足
元
に
ス
イ
セ
ン
蕾
春
が
膨
ら
む

寒
き
日
に
梅
の
木
五
本
剪
定
す
夕
日
を
背
に
受
け
一
人
な
が
め
ぬ

梅
咲
く
を
横
目
に
見
つ
つ
走
り
ゆ
く
車
の
速
度
ゆ
る
め
町
行
く

花
を
愛
で
実
を
梅
酒
に
し
て
三
十
年
娘
の
記
念
樹
の
大
き
梅
の
樹

関　
　
　

千
重
子

高　

田　

久　

子

鶴　

町　

文　

男

長　

島　

康　

子

松　

田　

通　

喜

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

九
十
代
に
○
す
る
こ
と
に
感
無
量
百
代
は
な
し
ア
ン
ケ
ー
ト
欄

蝋
梅
と
千
両
活
け
た
玄
関
に
新
し
い
年
匂
い
て
き
そ
う

新
春
の
光
に
映
え
る
雪
景
色
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
何
を
描
こ
う

発
熱
で
新
年
早
々
寝
込
む
夫
作
っ
た
お
せ
ち
箸
も
す
す
ま
ず

ち
ら
ち
ら
と
小
雪
手
に
の
せ
幼
き
日
友
と
遊
ん
だ
日
々
を
思
え
り

小
川
短
歌
会

今
年
ま
た
送
ら
れ
て
き
し
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

自然豊かで景色がきれい。ゆったりとした空気感が好きな人に
合うと思いました。視察を通し、まちを良くしようとする活力の
大切さを学びました。（市内視察した茨城キリスト教大学生）

二回目の参加でしたが新たな発見があり、知識だけでなく関
わる人々の熱量も感じました。自分の住む市ではどうだろうか
と関心を持ちました。（市内視察した茨城キリスト教大学生）

Vol.59　「落とし物」

4コマ小美玉暮らし

希望ヶ丘公園は遊具や広場が充実し、子どもから大人まで楽し
める憩いの場。散歩や軽い運動にも適しており、休日のリフレッ
シュにも最適な公園です。スポーツ推進課　松延（入庁2年目）

いつもゴルフを楽しませていただいております。ますま
す魅力的な街になるよう応援しています。
東京都60代（ふるさと納税応援メッセージ）

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

地元である小美玉市の広報紙

に4コマ漫画を掲載していた

だけて、大変光栄に思います。

ありがとうございます。

作者紹介　週末者

県立中央高校が自治体特別賞を受賞しました

高校生動画コンテスト「いばたん２０２５」で

医療保険課　医療福祉係　☎0299-48-1111（内線1107）問

魅力発信課　シティプロモーション係

☎0299-48-1111（1253）

問

茨城の魅力を探求し発信する高校生動

画コンテスト2025（いばたん）の表彰式

が2月14日に行われ、県立中央高校の

チーム「ＦＣ美沢」の作品「とんかつ美沢」

が自治体特別賞を受賞しました。

受賞した生徒は「作品づくりと部活動との

時間の調整が大変でした」と制作の苦労

を語りながらも、「互いの意見を尊重しな

がら制作を進めたことで達成感を得られ

ました」と感想を話していました。　

これまでの小児に加え、４月から新たに妊産

婦のマル福についても所得制限を撤廃し、

妊娠中から産後１か月を迎えるまでの医療

費を助成します。

保険適用となる医療費のうち、外来1回につ

き600円を超える額、入院については1か月

あたり3,000円を超える額を助成します。

対象となる方には、4月中旬までに特例妊産

婦受給証明書を送付します。

▶マル福（医療福祉費制度）とは

妊産婦・小児・ひとり親家庭・心身に重度の

障がいをお持ちの方が、医療機関などを受

診したときに、その医療費（保険適用分）の

一部または全部を助成する制度です。

おみたまっ子応援パッケージ

すべての妊産婦の医療費を助成します

詳しくはこちら ▶

受賞作品の視聴はこちら ▶

はしもと らいと

はせがわ りお

ほんだ ひりゅう ふじもり けいじ

自治体特別賞を受賞した「FC美沢」の皆さん

（左から）橋本 徠叶さん、本田 陽琉さん、藤盛 慶士さん、

長谷川 莉大さん

令和７年度茨城県広報コンクール

広報紙部門・映像部門

ダブル入選
広報おみたま ▶

令和7年8月号　

映像「小美玉のめぐみ」 ▶


